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令
和
２
年
に
向
け  

運
動
方
針
・
事
業
計
画
な
ど
５
議
案
を
審
議

第111 回
理事会

提
案
説
明
を
す
る
横
田
幹
事
長

収
支
予
算
案
の
説
明
を
行
う
坂
野
会
計
責
任
者

議
長
を
務
め
た
野
口
副
理
事
長

厳
正
な
審
議
を
要
請
す
る
梶
山
理
事
長

理
事
会
の
様
子

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
令
和
元
年

11
月
５
日
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
会
館
に
お
い
て
「
第
１
１
１

回
理
事
会
」
を
開
催
し
、
規
約

の
一
部
改
正
を
は
じ
め
、
令
和

２
年
に
向
け
た
議
案
を
審
議
し

た
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
、「
11
月

に
入
り
ま
し
て
、
今
年
も
残
す

と
こ
ろ
あ
と
２
カ
月
を
切
り
ま

し
た
。
当
政
治
連
盟
は
12
月
が

期
末
で
あ
り
ま
す
の
で
、
来
年

に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
る
時

期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日

は
、
そ
の
関
連
議
案
が
ご
ざ
い

ま
す
。
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
招

待
議
員
の
ほ
か
、
運
動
方
針
・

事
業
計
画
、
予
算
、
そ
の
他
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
議
案
が
続
き

ま
す
。
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
を
頂
戴
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
、
率
直
な
意
見

交
換
と
厳
正
な
審
議
を
要
請
し

た
。

　

審
議
事
項
は
、「
東
京
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連
盟
規
約
の

一
部
改
正
」「
令
和
２
年
新
年
賀

詞
交
歓
会
の
招
待
議
員
等
」「
令

和
２
年
運
動
方
針
・
事
業
計
画

案
」「
令
和
２
年
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
・
選
挙
等
へ
の
対
応
」「
令

和
２
年
収
支
予
算
案
」
の
５
つ
。

　

規
約
の
一
部
改
正
は
、
横
田

英
雄
幹
事
長
が
提
案
説
明
を
行

い
、
内
山
事
務
局
次
長
が
、「
第

11
条
」
評
議
員
会
の
定
足
数
等
、

「
第
13
条
」
評
議
員
の
資
格
要
件
、

「
第
15
条
」
理
事
会
の
議
長
、「
第

16
条
」
理
事
会
の
定
足
数
等
、「
第

21
条
」
監
事
、
条
文
新
設
の
「
第

24
条
」
報
酬
等
に
つ
い
て
、
新

旧
対
照
表
を
も
と
に
詳
細
を
説

明
し
た
。

　

新
年
賀
詞
交
歓
会
の
招
待
議

員
等
に
つ
い
て
は
、
横
田
幹
事

長
が
令
和
２
年
１
月
15
日
に
東

京
協
会
と
合
同
で
開
催
す
る
新

年
賀
詞
交
歓
会
の
招
待
議
員
及

び
鏡
開
き
登
壇
者
、
来
賓
挨
拶

に
関
し
て
説
明
。

　

運
動
方
針
・
事
業
計
画
案
も

横
田
幹
事
長
が
説
明
。「
東
京
都

議
会
自
由
民
主
党
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
振
興
政
策
研
究
会
及

び
東
京
都
地
域
選
出
の
国
会
議

員
と
の
連
携
を
密
に
し
、
東
京

都
及
び
国
に
対
す
る
要
望
活
動

を
行
う
」
な
ど
の
運
動
方
針
案

と
、
諸
課
題
の
解
決
や
要
望
の

実
現
に
向
け
た
活
動
、
議
員
・

議
員
候
補
者
の
支
援
活
動
、
会

員
へ
の
情
報
提
供
な
ど
の
事
業

計
画
案
を
示
し
た
。

　

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
・
選

挙
等
へ
の
対
応
は
、
横
田
幹
事

長
が
提
案
説
明
を
行
い
、
内
山

事
務
局
次
長
が
詳
細
を
説
明
。

　

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
は
、

坂
野
正
和
会
計
責
任
者
が
、
令

和
２
年
予
算
額
案
と
し
て
、
当

期
収
入
は
１
４
４
２
万
円
、
前

年
か
ら
の
繰
越
額
を
含
め
た
当

期
収
入
総
額
は
２
８
５
６
万
円
、

当
期
支
出
は
１
４
３
６
万
円
、

次
期
繰
越
額
は
１
４
１
９
万
円

と
提
案
説
明
を
行
い
、
内
山
事

務
局
次
長
が
詳
細
を
説
明
。
各

議
案
と
も
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
は
、「
令
和

２
年
度
国
の
予
算
・
制
度
等
に

関
す
る
要
望
」
と
「
都
議
会
自

民
党
政
策
研
究
会
と
の
意
見
交

換
会
」
の
実
施
を
横
田
幹
事
長

が
報
告
、
令
和
元
年
９
月
理
事

会
以
後
の
動
き
と
今
後
の
予
定
、

政
治
連
盟
会
員
等
の
推
移
を
内

山
事
務
局
次
長
が
説
明
。

　

こ
の
ほ
か
、
そ
の
他
と
し
て

「
東
京
協
会
・
政
治
連
盟
役
員
忘

年
会
」
に
つ
い
て
、
内
山
事
務

局
次
長
が
報
告
を
行
っ
た
。

を
公
表
し
た
。

　

分
析
テ
ー
マ
は
「
人
手
不
足

の
下
で
の
『
働
き
方
』
を
め
ぐ

る
課
題
に
つ
い
て
」。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
昨
今
の

人
手
不
足
感
の
高
ま
り
に
よ
り
、

長
時
間
労
働
に
伴
う
ス
ト
レ
ス
、

疲
労
の
蓄
積
な
ど
が
、「
働
き
や

す
さ
」「
働
き
が
い
」
に
負
の
影

響
を
与
え
る
傾
向
が
強
く
な
っ

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
人
手

不
足
下
に
お
け
る
「
働
き
方
」

に
つ
い
て
、「
働
き
や
す
さ
」「
働

き
が
い
」
の
観
点
か
ら
分
析
を

実
施
し
た
。

　

主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
働
き

や
す
さ
」「
働
き
が
い
」
を
高

め
る
た
め
、
さ
ら
な
る
雇
用
管

理
の
改
善
が
必
要
、
そ
れ
ら
の

改
善
は
労
働
生
産
性
、
仕
事
に

対
す
る
自
発
性
、
顧
客
満
足
度

な
ど
の
向
上
に
つ
な
が
る
、
働

く
と
き
は
し
っ
か
り
働
き
、
休

む
と
き
は
し
っ
か
り
休
む
と
い

う
、
仕
事
と
余
暇
時
間
の
境
目

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
能
力
（
バ

ウ
ン
ダ
リ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
な

ど
。

　

ま
と
め
で
は
、「
働
き
が
い
」

の
向
上
の
重
要
な
カ
ギ
と
な
っ

て
い
る
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
労
使
と

も
に
、
そ
の
重
要
性
を
十
分
に

認
識
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
、
ま
ず
は
労
使
の
認
識
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
し
て

い
る
。

　
厚
生
労
働
省

「
令
和
元
年
版 

労
働
経
済
の
分
析
」
を
公
表

　
厚
生
労
働
省

障
害
者
雇
用
の
優
良
中
小
事
業
主
認
定
マ
ー
ク
募
集

　

厚
生
労
働
省
は
令
和
元
年
９

月
27
日
、「
令
和
元
年
版 

労
働
経

済
の
分
析
」（「
労
働
経
済
白
書
」）

　

東
京
協
会
で
は
、
各
企
業
の
労
働
災
害

防
止
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

「
清
掃
作
業
安
全
衛
生
基
準
」
を
刊
行
し

て
き
た
が
、
こ
の
た
び
最
新
の
法
改
正
へ

対
応
、
内
容
の
充
実
な
ど
に
よ
り
改
訂
、

タ
イ
ト
ル
も
新
た
に
「
清
掃
作
業
安
全
衛

生
の
手
引
き
」
と
し
て
発
刊
し
た
。

　
「
労
働
災
害
防
止
の
基
本
対
策
」「
建
物
内
部
清
掃
作
業
」「
清
掃
用
機
械

作
業
」「
資
材
の
安
全
」「
建
物
外
周
お
よ
び
屋
上
作
業
」「
廃
棄
物
処
理
作
業
」

「
運
搬
作
業
」「
高
所
作
業
」「
そ
の
他
の
作
業
」「
健
康
管
理
」
の
全
10
章
で

構
成
。
参
考
資
料
と
し
て
、
東
京
や
全
国
の
労
働
災
害
発
生
状
況
、
安
全
衛

生
管
理
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
安
全
グ
ッ
ズ
な
ど
も
掲
載
。
労
働
災
害
防
止
対

策
の
立
案
や
作
業
の
教
育
訓
練
な
ど
に
ぜ
ひ
と
も
活
用
し
た
い
新
版
と
な
っ

て
い
る
。

（
公
社
）
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
は
令
和
元
年
10
月
１
日
、

現
場
隊
長
や
副
隊
長
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
た
「
現
場
警
備
責
任
者

の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
」
を
公
開
、
無
料
で
提
供
し
て
い
る
。
Ａ
４
サ

イ
ズ
で
本
文
は
24
ペ
ー
ジ
。
現
場
警
備
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
や
疑

問
等
に
対
し
、「
法
令
編
」「
規
律
編
」「
防
災
編
」「
応
用
編
」
の

４
編
で
構
成
し
、
分
か
り
や
す
く
回
答
。

　

法
令
編
で
は
「
個
人
情
報
の
取
扱
い
」「
業
務
内
容
と
業
法
違
反
の
確
認
」、
規
律
編
で
は
「
警
備
員

の
規
律
維
持
」「
顧
客
ク
レ
ー
ム
に
関
わ
る
問
題
」、防
災
編
で
は
「
少
人
数
勤
務
時
の
災
害
対
応
」「
防

災
盤
鳴
動
時
の
対
応
と
放
送
訓
練
」、
応
用
編
で
は
「
機
械
駐
車
場
内
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
要
領
」「
業
務
中
に
お
け
る
契
約
先
か
ら
の
依
頼
対
応
」
な
ど
19
項
目
を
掲
載
し
て
い
る
。

東
京
協
会
の
新
刊
「
清
掃
作
業
安
全
衛
生
の
手
引
き
（
改
訂
第
４
版
）」

東
京
協
会
の
新
刊「
現
場
警
備
責
任
者
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
」（
無
料
提
供
）
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厚
生
労
働
省
は
令
和
元
年
12
月

25
日
、
障
害
者
雇
用
の
取
り
組
み

が
優
良
な
中
小
事
業
主
が
使
え
る

認
定
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
・
愛
称

の
募
集
を
発
表
し
た
。「
ど
ち
ら

も
、
障
害
者
が
い
き
い
き
と
活
躍

で
き
る
よ
う
な
明
る
い
イ
メ
ー
ジ

の
あ
る
、
分
か
り
や
す
く
親
し
み

や
す
い
作
品
を
募
集
」
と
し
て
い

る
。

　

今
回
の
募
集
で
決
定
し
た
認
定

マ
ー
ク
は
、
障
害
者
雇
用
促
進
法

の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
使

用
で
き
、
名
刺
や
書
類
、
広
告
な

ど
に
表
示
し
て
、
障
害
者
雇
用
の

促
進
・
安
定
に
関
す
る
取
り
組
み

が
優
良
な
企
業
で
あ
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
。


